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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 18日 (2004.10.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 粉 砕 室 の 内 壁 面 の 半 径 を Ｒ 、 粉 砕 ノ ズ ル の 設 置 位 置 の 半 径
を ｒ 、 粉 砕 室 に 設 け た 粉 砕 ノ ズ ル の 数 を ｎ と し た と き に
　 　 　 　 　 　 Ｙ ＝ Ｘ tanα
　 　 　 　 　 　 α ＝ ２ π ／ ２ ｎ
で 表 さ れ 粉 砕 室 の 中 心 か ら 外 周 方 向 に 延 び る 直 線 と 、
　 　 　 　 　 　 ｋ Ｒ ≦ ｒ ＜ Ｒ
　 　 　 　 　 　 ｋ ＝ tanα ／ （ １ ＋ tanα ）
で 表 せ る 円 弧 で 前 記 流 動 促 進 領 域 の 内 表 面 を 定 め る 請 求 項 ４ 記 載 の 粉 砕 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 粉 砕 ノ ズ ル の 周 辺 の 粉 砕 室 の 内 壁 面 に 、 粉 砕 ノ ズ ル の 位 置 に 接 点 を 有 す る ほ ぼ
半 円 筒 状 の 流 動 促 進 領 域 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 こ の 流 動 促 進 領 域 は 、 粉 砕 室 の 内 壁 面
の 半 径 を Ｒ 、 粉 砕 ノ ズ ル の 設 置 位 置 の 半 径 を ｒ 、 粉 砕 室 に 設 け た
粉 砕 ノ ズ ル の 数 を ｎ と し た と き に
　 　 　 　 　 　 Ｙ ＝ Ｘ tanα
　 　 　 　 　 　 α ＝ ２ π ／ ２ ｎ
で 表 さ れ 粉 砕 室 の 中 心 か ら 外 周 方 向 に 延 び る 直 線 と 、
　 　 　 　 　 　 ｋ Ｒ ≦ ｒ ＜ Ｒ
　 　 　 　 　 　 ｋ ＝ tanα ／ （ １ ＋ tanα ）
で 表 せ る 円 弧 で 内 表 面 を 定 め る と 良 い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】

の 内 壁 面 に 内 接 す る 円 弧

の 内 壁 面 に 内 接 す る 円 弧



　 〔 実 施 例 ２ 〕 　 上 記 実 施 例 は 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 噴 出 端 を 平 面 で 形 成 し 、 各 ノ ズ ル 噴 出 孔 １
０ を 平 行 に 設 け た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ４ （ ａ ） の 上 面 断 面 図 と （ ｂ ） の 斜 視 図 に
示 す よ う に 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ の を 粉 砕 室 ２ の 内 壁 面 １ １ に 対 し て 同 心 円 と な る
円 筒 面 で 形 成 し 、 各 ノ ズ ル 噴 出 孔 １ ０ を 粉 砕 ノ ズ ル ５ の

こ の よ う に 粉 砕 ノ ズ ル ５ の を 円 筒 面 で 形 成 し 、 各 ノ ズ ル
噴 出 孔 １ ０ を 円 筒 面 に 対 し て 直 交 す る よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 各 ノ ズ ル 噴 出 孔 １ ０ か
ら 噴 出 す る ジ ェ ッ ト 気 流 を 粉 砕 室 ２ の 中 心 に 集 め る こ と が で き 、 ジ ェ ッ ト 噴 流 に よ り 加 速
す る 被 粉 砕 粒 子 を 効 率 良 く
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 実 施 例 １ と 同 一 の 混 練 品 と 粉 砕 分 級 条 件 を 用 い 、 を 粉 砕 室 ２ の 内 壁
面 １ １ に 対 し て 同 心 円 と な る 円 筒 面 で 形 成 し 、 各 ノ ズ ル 噴 出 孔 １ ０ を

粉 砕 ノ ズ ル ５ を 使 用 し て 粉 砕 し た 結 果 、 重 量 平 均 粒 径 ６ ． ５ μ
ｍ で ４ μ ｍ 以 下 の 微 粉 含 有 率 が 個 数 平 均 で ５ ０ Ｐ Ｏ Ｐ ． ％ で 、 １ ６ μ ｍ 以 下 の 粗 粉 含 有 率
が 重 量 平 均 で １ ． ０ Ｖ ｏ ｌ ％ の ト ナ ー を １ ４ ｋ ｇ ／ ｈ ｒ 得 る こ と が で き た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 〔 実 施 例 ４ 〕 　 ま た 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 背 部 に お い て 原 材 料 が 滞 留 し て よ ど み が 生 じ る こ
と を 防 止 す る た め に 、 図 ６ （ ａ ） の 上 面 断 面 図 に 示 す よ う に 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 周 辺 の 粉 砕
室 ２ の 内 壁 面 １ １ に 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 位 置 に 接 点 を 有 す る ほ ぼ 半 円 筒 状 の 流 動 促 進 領 域 １ ６
を 設 け て も 良 い 。 こ こ で 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 粉 砕 室 ５ の 内 壁 面 １ １ の 半 径 を Ｒ 、
粉 砕 ノ ズ ル ５ の 設 置 位 置 Ａ を 通 る 円 弧 １ ７ の 半 径 を ｒ 、 粉 砕 室 ５ の 中 心 か ら 互 い に 隣 接 す
る 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 設 置 位 置 の 中 間 点 を 通 る 直 線 Ｌ と 円 弧 １ ７ の 交 点 を Ｐ （ ｘ ， ｙ ） 、 粉 砕
室 ５ に 設 け た 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 数 を ｎ と す る と 、 流 動 促 進 領 域 １ ６ の 内 表 面 は 、 位 置 Ａ か ら
点 Ｐ の 間 の 円 弧 １ ７ に よ り 形 成 さ れ る 面 に な る 。 こ こ で 直 線 Ｌ は
　 　 　 　 　 　 Ｙ ＝ Ｘ tanα
　 　 　 　 　 　 α ＝ ２ π ／ ２ ｎ
で 表 さ れ る 。 流 動 促 進 領 域 １ ６ を 粉 砕 ノ ズ ル ５ か ら 噴 出 す る ジ ェ ッ ト 気 流 を 乱 さ な い よ う
に す る た め 、 円 弧 １ ７
の 半 径 ｒ は
　 　 　 　 　 　 ｋ Ｒ ≦ ｒ ＜ Ｒ
　 　 　 　 　 　 ｋ ＝ tanα ／ （ １ ＋ tanα ）
　 こ の よ う に 流 動 促 進 領 域 １ ６ を 設 け る こ と に よ り 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 周 辺 部 、 特 に 粉 砕 室
５ の 内 壁 面 １ １ 近 傍 に デ ッ ト ス ペ ー ス が 形 成 さ れ る こ と を 防 い で 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ か ら 噴 出
す る ジ ェ ッ ト 気 流 を 有 効 に 利 用 し て ト ナ ー 等 の 原 材 料 で あ る 被 粉 砕 粒 子 を 効 率 良 く 粉 砕 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 流 動 促 進 領 域 １ ６ を 設 け 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ の 周 辺 部 に デ ッ ト ス
ペ ー ス が 形 成 さ れ る こ と を 防 ぐ こ と に よ り 、 粉 砕 ノ ズ ル ５ か ら 噴 出 す る ジ ェ ッ ト 気 流 の 噴
出 エ ネ ル ギ を 適 正 に し て 過 粉 砕 を 防 止 す る こ と が で き る 。 例 え ば 体 積 平 均 粒 径 が ７ ． ５ μ
ｍ 未 満 の 小 粒 径 の ト ナ ー を 製 造 す る 場 合 、 粉 砕 圧 力 を ０ ． ６ Ｍ Ｐ ａ か ら １ ． ０ Ｍ Ｐ ａ に し
、 体 積 平 均 粒 径 が ７ ． ５ μ ｍ 以 上 の 粒 子 を 製 造 す る 場 合 に 、 粉 砕 圧 力 を ０ ． ４ Ｍ Ｐ ａ か ら
０ ． ８ Ｍ Ｐ ａ に す る こ と に よ り 、 均 一 な 粒 径 の 粒 子 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
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噴 出 端 面 ５ ａ
噴 出 端 面 ５ ａ に 対 し て 直 交 す る よ

う に 設 け る と 良 い 。 噴 出 端 面 ５ ａ

衝 突 さ せ て 粉 砕 性 能 を 向 上 す る こ と が で き る 。

噴 出 端 面 ５ ａ
噴 出 端 面 ５ ａ に 対 し

て 直 交 す る よ う に 形 成 し た

円 弧 １ ７ の 曲 率 が 最 大 で 点 Ｐ の 位 置 で ｙ ＝ ｒ と な る よ う に す る と 、



【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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